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l旦里J 朝来郡生野町栃原 Fル，.01、
播磨、但馬の国境線をなす111々、段ケ峯 (1103.4メー
トノレ〉の東南、 通称ダノレマミネ (912.7メートノレ) と呼
ばれる山の中腹にあるの
もとは、神崎郡長谷村に属し神崎郡の最北になってい

たが、町村合併により朝来郡生野町となり朝来郡の最南
端となった栃原部落の北にあたる。

直豆う段ケ峯は地図同己載されているが、この912
7メートノレのダノレマミネの名は記入されていなし、ため、
段ケ峯と誤称されることがある O また、段ケ峯の前にあ
るので「前段」とも「小段ケ峯」とも呼ばれる。
この山の南の斜面中腹に丁度段をつくったように存在

するのが栃原高原である。
さらにこの高原は中央に入りこんだ谷及び尾根によっ

ヒガri / ダル ニνダル
て東西 2つに分れ、東の方を東段、西の方を西段と呼ん
でし、る。
東段は栃原ljil落で飼っている牛の放牧場となってし、
る。そのため毎年早春に山焼きを行っているので大木は
殆んどなく山頂にかけてー商の草原となっているが処々
水流もあり、湿地植物も多い。
西段は殆んど湿地からなる草原となってし、るの
中腹では処々鉄平石が露出して特殊な節理がみられ
るO 明ばん原石や、ろう石も出るので、その搬出のため
西段西端には栃原部落からドライブワエイが通じてい
る。
その植物については別記のとおりであるが、蝶類その

他の昆虫も多く、それらの採集地としても知られてい
る。特に東段湿地で稲田菊市氏はハッチヨワト y ボを採
集されている。
頂上よりの眺望もよく、草原は夏季にはキヤジブ場と
してさかんに利用されている。

軍扇蚕面] 栃原高原をふくむ山の植物景観をのべると
山の南商と北国とでは全然景観が異なっている。
即ち、南斜面は前述の通り高原より山頂にかけて一面
の草原で自由に登ることが白来るが、北斜面は一面ネマ
ガリダケ等が密生して登ることは不可能である。その北
斜面のうち、段ケ峯より発し北流する円山川の支流、回
路川の谷て‘はノ、νリドゴロやクモノスV ダその他νダ類
が多く見られる o ( 建部恵潤; 兵摩県朝来郡阿路クモノス
V ダ採集記・兵庫生物園 p.41)
南斜面は次の 3つに分けられる。

岩 谷 成 彦

(1) 山麓より高原まで ゴナラ、クリ、ミズナラ、ヤ
マナラ V 、ヤマハシノキ、フナずクラ、を主とした落葉
雑木林の処が多くその中に、ネずサ、クロモジ、ジデザ
クラ、マジナク、ワスギヨクラク、イチヤクソワ、タチ
ツボスミレ、ジハイスミレ、ケスミレ、チゴユリがみら
れ、処によってはスギ、 ヒノキの植林、 モミの林もあ
り、その下にはヒメカンアオイがあり、水湿地ではオタ
カラゴヴ、ミズゴケの大群落がみられる。
栃原川に治う岩壁には、アオネカヅラがみられ又、カ
テシソク、ヅノレカノゴヅク、エy レイソワ、ワラジロワ
ヅギ、オクノカンスグ、ムカゴニシジ y 、ヤマブキ、タ
ニギキヨク等がある。
凶高原( 東段、西段)
ゆるやかな斜商をなし、水流、湿地もあり変化に宮ん
でいる。特に春は一同にワラビが生えワラビ狩りには楽
しい場所となる。
オキナグサ、アカネスミレ、ヒゴスミレ、ホゴパスミ
レ、オカスミレ、フモトスミレ、ヒメハギ、 ミツノミヅチ
グリ、ヤプレガサ、キキヨワ、ツリガネニシジ y 、-:r-:r
コナ、ノ、ギ、る/ ; オガマギク、キクパヤマボクチ、ガシピ。
流れや混地には、モクセシゴケ、エビネ、 νョワジヨ
ワパカマ、ノギラシ、ワメパデヅワ、キセノレアずミ、ヒ
メνロネ、ギボワジ、ミズチドリ、 トキソワ、イヌノハ
ナスグ、オオイヌノハナヒグ、ヤマアゼスグ等のスグ類
等がみられる。
(3) 高原より頂上まで。
春にはワラビが多く、草の丈も低いので自由に登るこ
とが出来るが、夏になると、ススキの背も高くなり歩行
困難となる処も出来る。大木はない。
オミナエジ、キキヨワ、コオニユリ、ホクチアザミ、
コワリ y カ、フデリシドワ、オキナグナ、マヅムジソヴ。
・生野駅より高原迄の道とその植物。
駅のすぐ南にある踏切を西に進む。左手に生野義挙史

跡「延応寺」があり、そのケヤキの少し奥にはオクレy
が多い。川に沿って登る。白花テシニシソワ O 黒花ヒキ
オゴν、カワミドリ。やがて道は 2つにわかれる。 )11に
沿って登れば菖蒲沢にゆくが途中マジカクイがある。こ
の道とわヵ、れ左の方へ橋を渡って登ればト y ネノレがあ
るO この前後にイヌガシソク、サトメνダがみられる。
トy ネノレをぬけると道は下り坂となって続くが、最初の
農家の方へと右へ小径にはし、る。川をわたり、田の中を
進むと農家につきあたるが、その前の道を左の方へ進む
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兵庫県博物学会会誌14号( 1937)
川中( 福田) 菊市; 但馬植物目録 ( 1 - 3 )  

17号( 1939)
19号( 1940)

1 /  20号( 1941)
西村公夫; 段ケ峯山塊の昆虫類に就いて( 1952)

; 雑誌ハイカー13号( 山と渓谷社)
グ ;  

特に福田菊市氏( 朝来町新井) の御教示に負う処多大
であり附して感謝致します。

1/  

1 /  

λア

と小流があり、まもな〈棚の
処につく。これより登山道と
なる O

駅よりここまで所要時間は
約40分。これより東段迄は約
15分の変りである O 附近に
は、ゴパノイνカグマやタニ
ヘゴの都落、オタカラコワが
みられる。

| 交通|
・播但線生野駅より別記の道。
. 同長谷駅より市川に沿って
さかのぼり、途中より栃原川にそってわかれ、栃原部
落に入る( 所要時間徒歩約 1時間半)
・栃原部落よりは前記のほか数本の登山道がある。
- 栃原を西へとおりすぎ西段西端まで鉱石運搬用のドラ
イプウェイが通じているυ

| 地図|
地理調査所発行

五万分の一生野、但馬竹田、大屋市場、 111崎
| 参考文献 i
豊岡支部; 段ケ峯植物採集記

山写書

彦
六角坂道、東方からは、置塩坂道、西方からは、万出坂
道・総尾坂道と本尊の観世音の手と同じく 6 本ある。ロ
ープワエイが出来てからこれを利用する人が多く、 6本
の道を利用する人は少なくなり、道によってはわかりに
くくなっているものもある。
いづれの道を登っても気が付くこの山の値物相の特色
としては、山麓から山頂近くまでと、山頂一帯との植物
の景観が全然異なることである O

即ち、麓より山頂近くまでは大体陽樹におおわれてい
るが、この山の基盤である石英粗商岩が露出する処多く
表土も少ないために具状に乾燥し槌物の生育上環境が悪
い。その上、戦時中の乱伐と当時当地方を荒した松喰虫
のため 600町歩といわれた全山の松は一応枯れてしま
し¥ 其後槌林しているが非常に貧弱な植物相である。
ところが山頂一帯は、円教寺境内林として特に保護さ

れてきたため、陰樹よりなる原生林がよく保存され、着
生植物、羊歯植物も多く暖帯北部としての当地方特有の
自然林の状態がよくうかがわれる。
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L位一塁! 姫路市書写
ユメサキ

姫路城の西北方約 6 キロの処に位置し、夢前川とその
支流菅生川にはさまれ、北は中国山脈につらなり、南は
播磨平野をひかえた山塊である。東方の広峰、増位山ら
と共に熔磨平野の北を区切る連山のーっとなっている。

i概要 !
最高点は白山と呼ばれ、海抜 362メートノレであるが、
山頂一帯は大体平坦地をなし、書写山門教寺の境内地と
なっているυ この円教寺は、平安時代( 成保3年、 966年
〕に性空上人によって聞かれた天台宗の寺院で歴史も古
く、伝説にとみ、重要文化財に指定された建物も多く、
又西国27番札所として参詣者が多L、。その便宜のため近
年市営ロープヲエイが設けられた。夏季には林間学校も
開設される O

「包i道と植物景観|

登山道としては、南の正面からは、東坂道・西坂道・



このため、陽樹と陰樹の関係、植物と光、水分その他| カエりツク、イヅセシリヨク、ヅノレりシドク、ジクモジ
環境による影響がよく観察出来る山である。 Iジνダ、イノデ類、キジノオ、イワヒメツラピ、クマワ
ニ亙翠道( 所要時間約45分 ) ラピ、ヒメワラビ、アイアスカイノデ。
旧曽佐村東坂部落より登る道で姫路市に近く展望もよ | 二盤星重道( 所要時間約1時間)
いため最も多く利用された道である。山麓より山門迄の |  山の背後を西より登る道で尾根をたどる。ツツジ科植
道を18町にわけ 1町毎に石碑が立っている。最近殆んど| 物の多レ地味の婿悪を思わせる道でアカマツを主とする
の人が利用するロープワエイの山上駅が、 14町の処にあ | 二次的森林のコースであるが、表側に比べ植物の発育は
るため山門までは従来どおり利用されている。 I割合よい。 6本の道のうち最も長い道で、菅生川沿いの
砥石坂をはじめ基盤岩石め露出した処の多い道で、生| 総尾又は新在家部落より入り奥の院の後に出る。途中行
えているアカマツも曲幹緩少のものが多く、これに砂防 | 者堂があるので行者道とも云っている。
工事に植えられた木やツツジ科植物が混ってし、る。 I 表側では少ないミヤコツツジが多くみられる。 νヨヲ
ノ、ネミノイヌエシジユ、ニセアヵνヤ、イタチハギ、 | ジヨクパカマ、クヌギ、ミヤマガマズミ、コパノガマズ
モチツツジ、その他、ツツジ科の植物ネズミナν、クリ、 |  ミ、ゴツクパネワツギ、アズキナν、ナギずナ、ツタワ
ヤマモモ、ネナサ、ホソバノトオグV ノミ。 Iノレν、ヤマトテシナ Y Vヨワ、 ミヤマるノキミ、アタ事/パ。
このコース中珍らしいのはミズスギが山麓にみられる | 二重量皇道( オ- Vオ坂道とも云う) ( 所要時間約30分)
ことである。 I 山の東側夢前川沿いの書写吹部落の中央より寺務所の

、 二旦車道( 所要時間約40分 ) 裏に出る道である。尾根を利用する道で、岩が多く露出
東坂のすぐ西にある西坂部落より尾根を登る道で、十
妙院の前で東坂道と合う。東坂道と同じく 18町に区分さ
れている。
東坂道と同じくアカマツを主とする二次的森林で、そ
れに混って、コナラ、クヌギ、アベマキや、ナヅハゼ、
ヒサカキ、コバノミツバツツジ、アセビ等のツツジ科植
物、ピロワドイチゴ、アキグミ、ケイヌピワ、ずイブ日
ポク、ワ V ゴロ V その他が見られ、頂上近くになるとν
イの稚樹が多くなる。
・六角坂道( 所要時間約30分)
書写山の西南角より谷に沿って登る道で、谷沿いの道
のため植物は多L、菅生川沿いの六角部落より登り摩尼
殿の下の湯屋橋の処に出る c

クサボケ、ヒメクブ、ツテグリ、カスミザクラ、ヅノレ
グミ、ナツグミ、ナワνログミ、ハシカイソワ、カナピ
キソク、マノレバヤハズソク、ムロウテシナ Y Vヨク、リ
シボク。
このゴースで‘は、西播地方特産のゴヤスノキやナツア

サド Pがみられる。これらは分布の東限界に近いもので
ある。
二互血盟道( 所要時間約40分)
山の西側の万出部落の県道沿いにある火の見やぐらの

処より小)1¥に沿って登る道である。川に沿って登る谷間
の道で植林のスギ、ヒノキも多く槌物の豊富なコースで
ある。奥の院と金剛堂( 重要文化財) の聞の谷に出る。
其処は書写山でも特にV ダ類が豊富な処である。
アラカν、ヤプツバキ、ナシテジ、ピナシカツラ、ジ
ヤガ、イヌツグ、コ V :ダ、ワラジロ、 ミズゴケ、るノイ、
アオキ、ヤプデマリ、コーマギ、ニニガキ、ブユイナゴ、 ミ

して乾燥した道である o 植林のマヅが多く、コナラ等の
落葉樹や、ヒノキ、カV 、ツヨゴ、ヤマモモの常緑樹も
まじる。その下に、ネサナ、ワラジロ、コジダ、ャνャ
ブν、ネズミサジ、 νヤジヤジボのツツジ科植物も多く
みられる。

二盟主皇自主主
他の道ではあまりはっきりしないが、東坂道では山門
を入ると、それまでの明るい景観が一変して昼なお暗い
という言葉がそのままあてはまるような原生林となる。
植林したスギ、ヒノキの大木をはじめ、アカマツ、モ
ミ、ツガの針葉巨樹、アカガジ、 νラヵν、ワヲジロガ
ν、ツクパネガν、アラカジ、 スダジイ、 ダシコオパ
イ、イヌガν、ヤマゴオパジ、ヤブヅパキの常緑樹が茂
る暖帯自然林である。これにヨワラクラジ、カヤラシ、
ムギラン、ノキνノブ、ヒメノキνノブ、ゴグ類が着生
している。その下にヤブコオジ、ホソパジユズネノキや
V ダ類の下草が多い。特にジダ類は多く、県下で普通の
もの約60種位は労せずして採集出来ると稲田叉男氏は述
べておられる。頂上に多くみられるナギずナは分布の南
限界のものである。
頂上巡回ゴースとしては山門一十妙院( 西坂道と合す
〕ー権現坂ー湯屋橋( 六角坂道と合す〕ー摩尼殿
ヒトヅノミ、マノレノミベニνダ、イヌワラビ、マメヅ夕、

才才モミジ、ナガパアラカジυ

一大講堂・常行主主一金剛堂一( 刀出・総尾阿坂道と合す
) 一奥の院
大講堂の近くにある大杉は周囲約 8 メートノレ半・樹令
約600年のものといわれる。オカメナサ、ホソパイヌワ
ラビ、ヤワラ V ダ、コオヤコケ V ノブ、アイノコクマワ
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ラピ、 νヶチνダ、ベニV ダ、
クテワゴケ、坂道と合す谷の
あたりνダ類が特に多い。
一食堂一仙岳院一頂上( 白山
〉 摩尼殿
テりツパキ( 栽) 、ワジカパ、

A .JI U  
広畠山

同じく山之内、前之庄行にのれば置塩坂道の書写吹に
とまる o 30円約20分。
以上のいづれでも横関でおりればロープクエイ書写駅
に近い。 15円約15分

恒空里l
門教寺( ユースホステル) 電話2700番

也旦j
地理調査所発行・ 5万分の 1

2万 5千分の 1
竜野
姫路北部

マシ D ヨク、ギシ P ヨクック、
キツコヲハグマ、ヅノレアリド
ォν、ヤダケ。途中より如意
滝に行く道がある。
- 寺務所( 置塩坂道と合す)
一十妙院一山門。
ツクパネ、クマナナ、コオヤボヲキ、クラジロ、ゴV

ダ。

| 交通|
・市営パス 姫路駅前よりロープワェイ書写駅行が出て
ロープクエイと連絡している。
片道25円、ロープクエイ往復90円、連絡切符を買え
ば往復125円。麓迄所要時間約20分。

・神姫バス 姫路駅前より四辻経由山崎行にのれば、東
坂、西坂、六角、万出、新在家と南、西側よりの登山
口の登り口前に停車。
東坂迄25円約20分、新在家迄35円約30分。

，町、一‘ -F  

植 物趣味 Iー 1 (1932) 
みやま l X- 1 2  (1937) 
兵庫県博物学会会誌 5号( 1933)

11 11 '1 

日本V ダの会関西談話会( 1958)
(1954) 

のじぎく文庫 (1960) 
兵庫生物 l V ー 1 (1960) 
(1942) 

播升| 書写山植物考
世界的珍樹コヤスノキ、ナツアナド 9を書写山に採る
書写山植物目録

"  県下の珍植物ナツアナド Pを発見して
叉男 : 兵庫県羊歯植物誌

グ : 播磨書写山植物目録予報
兵庫県生物学会 : 兵庫の自然
室井縛・岡村はた : 兵庫県植物分布概観
兵庫県史蹟名勝天然記念物調査報告書第16輯
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で、口角( 主上顎骨内面〕にある黒斑が非常にはっきり
と認められる。
このような性質のためか、漁師にきくとオオグキとい
う名がついている由。このことからもこのあたりに稀れ
でないことが分る。

1959年 9 月14日
神戸市垂水区東垂水・平磯燈台付近( 大阪湾〕
辻本修氏採集

なお標本は大阪市立自然科学博物館に保管されている。
〈柴田保彦)

神戸市のニラミアマダイ
ニラミアマダイ Merogymnus かonis J O R D A N  et T H -

O M P S O N は1913年愛媛県八幡浜より記載されて以来記録
がなかったらしいが、最近、片山正夫・藤岡豊両氏( 19
58) によって山口県大島郡沖家室沖( 伊予灘) から 1頭
が記録された。
1959年秋に神戸市東垂水でベラつりを数名で行ったと
ころ、キュウセン・クラカケギス・トビヌメリ等にまじ
って本種の 1頭( 全長8 6 m m ) がつり上げられた。
面白いことにつり上げると口をいっぱいにひろげるの
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